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ひらやまみえ：保健体育科教諭

スキー教室について

國學院高等学校のスキー教室が始まったのは昭和61年12月でした。この年の実施場所は、

草津スキー場でした。しかし翌年からは菅平高原スキー場に変更し、現在まで同じ場所で実施

しています。

実施内容は、１年生を中心に希望によって参加者を募り、３泊４日で行なっています。参加

者のなかには経験者もいるが、多くは初心者であります。参加人数は希望者なので、その年に

よって変わりますが、昭和62年の第２回スキー教室では240名にのぼり、抽選で120名にした

年もありました。がしかし徐々に希望者も減少し、現在は60名前後で実施している状況です

（平成22年の第25回は87名参加という久しぶりの盛況でした）。

技術指導は、外部指導者には依頼せず第１回目より経験豊富な教員で指導しております。こ

の教員だけで指導しているのは、生徒との絆

をより深め生徒に安心感を与えるということ

につながっているのだと思います。参加した

生徒の多くは、適度な解放感と普段学校では

見ることのできない意外な一面をお互いに知

ることができて良かったという感想を聞きま

す。

スキー教室の目標は、「スキー教室を通し

て自然に親しみ、集団行動の訓練・心身の鍛

錬をはかる」です。普段味わうことのできな

い環境の中で行っている行事です。

生徒に配布するしおりの表紙は、オリジナ

ルで毎年違うのでそれも楽しみにひとつで

す。一部抜粋して掲載します。
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